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千年大河原町

ir第121号 平成と鉾11月 1日

1人あたり30万円使われました………。②
8議員による町政への提言………………③
その後どうなつたく追跡レポート〉……②
(新企画〉こんな町に住みたいな………・⑭

発 行/宮城県大河原町議会 編 集/議会広報編集委員会

8年ぶりの新たな一歩



9月定例会

6.3%減の120億円

依存財源 55日7%
8,687万 円(1.2%)

6億6,990万 円(9.1%)

4億6,910万 円(6.4%)

国庫支出金
6億 7,088万円
(9.20/。 )

第 7回定例会は、9月 7日 から22日 までの
16日 間の会期で開かれた。
今定例会では、平成22年度各種会計決算の

認定の他 17件提案を慎重に審査し、すべて認

定、可決している。
一般質問では、8議員、総括質疑では2議員

が発言し、疑問点を問い正している。

自主財源 44日3%

計

その他

借入金

県支出金

分担金及び負担金
4億4,752万 円
(2.OO/。 )地方消費税交付金

2億4,639万 円(3.4%)
地方譲与税 8,972万 円(1.2%)

使用料及び手数料
1億2,797万円
(1.8%)その他 1億3,443万 円 (1.8°/。 )

諸収入 1億9,327万 円(2,6%)
繰入金   2,240万 円(0.3%)

諸支出金    2,189万 円(0.3%)
借入金返済額 5億 5,382万円(7.9%)

災害復旧費553万円(0,1%)

教育費
9億 3,605万円(13.3%)

消防費
2億6,697万円
(3.8°/O)

土木費
5億 215万円(7.1%)

商工費
1億500万円(1.5%)
農林水産費
1億5,448万円 (2.2°/0)

労働費
1億 1,411万円(1,6%)

議会費 9,443万 円
(1.3%)

岡
夏

73信2,993万円

18億41838万 円
(25.20/0)

民生費
20億7,799万円
(29.50/O)

70億3,812万円

大河原議会だより ②



9月定例会

決算規模は前年度比

醐薗欄測I闘匪罰二盟

確翼国前運

財政健全化判断比率の状況

赤字比率等は大河原町は該当しない (赤字なし)

実質公債費比率とは町の財政規模に対する借入金返済の割合
将来負担比率とは町の財政規模に対する将来負担すべき負債の害」合
早期健全化基準を超えると財政運営に余裕がないと判断される

8会計決算額

(単位 :%)

区  分 平成22年度 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 14.97 20.00

連結実質赤字比率 19,97 35.00

実質公債費比率 5.6 25.0 35,0

将来負担比率 31.4 350.0

▲◆年も安全に実りました。

(単位 :万円)

△
蚕

十一〓

ロ 名 決 算 額 前年度比較

般
△
ム 計 70億 3,812万円 △ 7.5%

老 人 保 健 特 別 会 計 380万円 途ゝ 10.50/。

後期高齢者医療特別会計 1億9,118万円 0.6%
国民健康保険特別会計 20億 7,632万円 5,1%
介 護 保 険 特 別 会 計 10億9,826万円 3.0%
地方卸売市場事業特別会計 383万円 38.2%

公共下水道事業特別会計 8億5,269万円 △ 25.0%
水 道 事 業 会 計 8億476万円 △ 10.6%

△

口 計 120億 6,896万円

③  大河原議会たより



9月定例会

固
一　
町
税
の
滞
納
が
膨
ら
ん
で

い
る
。
全
国
的
傾
向
に
あ
り
、

地
方
交
付
税
の
増
額
を
求
め
る

な
ど
検
討
を
行
っ
た
か
。

固
一　
地
方
交
付
税
法
に
規
定
さ

れ
て
い
る
交
付
額
を
上
げ
る
改

正
を
す
べ
き
と
の
地
方
の
意
見

も
出
さ
れ
て
い
る
。

固
　
無
料
法
律
相
談
の
Ｐ
Ｒ
を
、

相
談
室
や
対
応
す
る
窓
口
に
も

ポ
ス
タ
ー
を
張
る
等
周
知
に
努

め
る
べ
き
。

固
一　
今
後
、
指
摘
さ
れ
た
こ
と

も
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
。

固
　
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
協
力
員
謝
礼

の
内
容
と
、
実
際
に
シ
ス
テ
ム

が
作
動
し
た
件
数
は
。

圏
一　
親
族
者
を
除
く
協
力
員
で

６
カ
月
以
上
の
登
録
者
に
謝
礼

と
し
て
商
品
券
を
配
布
し
た
。

固
一　
学
校
給
食
の
調
理
業
務
委

託
で
、
人
件
費
分
の
削
減
額
は

い
く
ら
な
の
か
。

圏
一　
夏

。
冬

・
春
休
み
等
の
期

間
中
は
パ
ー
ト
職
は
休
み
と
な

る
の
で
か
な
り
削
減
に
な

っ
て

い
る
。

固
一　
国
保
税
滞
納
者
へ
の
督
促

の
状
況
を
詳
細
に
説
明
を
。

固
一　
３
８
２
件
、
月
に
約
３０
枚

の
督
促
を
出
し
た
。
そ
の
分
に

つ
い
て
は
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト

の
収
納
に
な
っ
て
い
る
。

固
一　
国
保
短
期
保
険
証
を
発
行

し
て
い
る
が
、
中
身
と
子
ど
も

の
い
る
世
帯
で
、
子
ど
も
の
心

を
傷
つ
け
る
と
い
う
問
題
な
ど

は
発
生
し
な
か
っ
た
の
か
。

固
一　
短
期
保
険
証
の
使
用
期
限

は
３
ヶ
月
と
６
カ
月
の
２
種
類
。

‐８
才
未
満
の
世
帯
は
６０
～
７０
世

帯
で
１
２
５
名
。
短
期
証
で
も

医
療
は
受
け
ら
れ
る
の
で
問
題

は
起
き
て
い
な
い
。

固
一　
国
保
広
域
化
の
具
体
的
動

採
決
の
結
果
原
案
通
り
認
定

き
は
あ

っ
た
の
か
。
普
通
調
整

交
付
金
は
、
県
の
広
域
化
等
支

援
方
針
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合

の
額
は
。

圏
一　
広
域
化
の
動
き
は
な
か
っ

た
。
７
％
、
８
４
６
万
６
０
０

０
円
。

固
一　
非
自
発
的
失
業
者
軽
減
処

理
委
託
の
委
託
先
と
非
自
発
的

失
業
者
の
町
内

・
町
外
の
事
業

所
毎
の
人
数
は
。

圏
一
委
託
先
は
富
士
通
Ｆ
Ｉ
Ｐ
。

件
数
は
１
０
６
件
。
町
内

・
町

外
の
調
査
は
し
て
い
な
い
。

固
一　
３

・
――
の
大
地
震
の
時
、

青
果
市
に
お
い
て
ア
ス
ベ
ス
ト

の
飛
散
は
な
か
っ
た
の
か
。
今

後
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

圏
一　
平
成
２３
年
５
月
２‐
日
調
査

時
に
は
飛
散
は
ゼ
ロ
だ

っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
そ
の
ま
ま
使
用
し

て
い
く
。

固
一　
重
度
心
身
障
碍
者
タ
ク
シ

―
の
利
用
状
況
が
あ
ま
り
に
も

低
迷
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と

今
後
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

固
一　
助
成
制
度
利
用
対
象
者
は

１
８
０
名
に
対
し
、
実
利
用
者

は
４７
名
に
す
ぎ
な
い
。
制
度
内

容
の
再
検
討
と
利
用
者
の
拡
大

に
努
め
る
。

〔反
対
討
論
〕

万
波
孝
子

議
員

行
財
政
改
革
の
名
の
も
と
に

定
員
適
正
化
計
画
と
民
間
委
託

が
進
ん
だ
こ
と
。
町
立
保
育
所

で
正
職
員
が
退
職
し
て
も
そ
の

補
充
は
全
て
臨
時
職
採
用
は
な

く
、
正
職
員
で
採
用
す
べ
き
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
は

大
規
模
災
害
だ
け
で
な
く
、
い

わ
ゆ
る
有
事
立
法
に
基
づ
く
武

力
攻
撃
事
態
に
も
対
応
す
る
危

険
な
計
画
で
容
認
で
き
な
い
。

〔賛
成
討
論
〕

岡
崎
　
隆

議
員

町
立
保
育
所
に
お
い
て
、
臨

時
職
員
の
採
用
が
増
え
る
こ
と

で
保
育
の
質
が
下
が
る
よ
う
な

こ
と
は
現
在
お
き
て
お
り
ま
せ

ん
。
全
国
瞬
時
警
報
ン
ス
テ
ム

は
地
震
等
の
災
害
時
の
み
な
ら

ず
北
朝
鮮
の
動
向
等
を
見
た
場

合
必
要
で
あ
り
本
町
議
会
で
も

現
実
を
見
据
え
た
議
論
が
必
要

で
あ
り
容
認
で
き
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

▲利用者の立場に沿つた利用者が,い から求める制度を

大河原議会だより ④



9月定例会

窃
霧

硼

騒

霧

剛

切

町
内
に
事
業
所
を
立
地
す
る

企
業
者
に
対
し
必
要
な
奨
励
措

置
を
請
ず
る
こ
と
で
事
業
所
の

立
地
を
促
進
し
、
産
業
の
振
興

と
拡
大
を
図
り
、
町
民
生
活
の

安
定
と
向
上
を
目
的
と
す
る
。

本
町
に
企
業
進
出
、
町
外
の
企

業
や
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

町
内
の
企
業
に
対
し
奨
励
金
や

助
成
金
等
の
優
遇
措
置
と
情
報

提
供
、
用
地
の
あ
っ
せ
ん
等
を

行
う
も
の
で
す
。
さ
ら
に
本
町

に
お
い
て
県
の

「食
品
関
連
産

業
等
渚
性
化
基
本
計
画
」
の
集

積
区
域
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
て
、
主
体
的

・
計
画
的
な

企
業
立
地
促
進
の
取
り
組
み
を

支
援
し
税
制
面
か
ら
支
援
す
る
。

固
一　
他
町
に
比
べ
制
定
が
遅
か

っ
た
が
、
広
く
周
知
さ
せ
る
よ

う
に
。

圏
一　
広
く
周
知
に
努
め
る
。

固
一　
公
正
な
立
場
で
審
査
と
な

る
と
審
査
機
関
が
必
要
で
は
。

固
一　
審
査
機
関
は
設
け
ず
、
関

係
各
課
協
議
し
て
審
査
す
る
。

固
　
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的

に
力
を
入
れ
、
条
例
が
活
か
さ

れ
る
よ
う
に
。

固
　
川
根
地
区
は
水
が
良
い
等
、

当
町
の
特
徴
を
生
か
し
努
力
し

て
進
め
る
。

固
　
町
長
の
ト
ツ
プ
セ
ー
ル
ス

に
対
す
る
思
い
は
。

固
一　
私
自
身
も
努
力
を
積
み
重

ね
て
い
く
。

固
一　
食
品
関
係
だ
け
で
な
く
、

全
て
の
産
業
が
対
象
と
な
る
の

か
。

固

そ
の
と
お
り

固
　
課
税
免
除
申
請

・
決
定
で
、

「町
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項
」

と
は
。

固
　
申
請
時
の
添
付
書
類
で
の

必
要
な
書
類
と
考
え
て
い
る
。

▲金ヶ瀬川根地区

一
般
会
計
主
な
補
正
予
算

（経
寿
Ｄ

収
　
入
　
　
　
　
　
　
・

公
立
学
校
施
設

災
害
復
旧
事
業
等
補
助
金

９
７
７

災
害
弔
慰
金
等
負
担
金

５
６
２

保
育
所
緊
急
整
備
事
業
費
補
助

７
６
１

赤
ち
ゃ
ん
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

整
備
事
業
費
補
助

１
０
２

東
日
本
大
震
災

農
業
生
産
対
策
交
付
金

４

４

４

消

費

・
安

全

対

策

交

付

金

４

０

災
害
救
助
費
委
託
金

３

５

７

５

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

△
９
５
１
５

新
た
な
難
視
対
策
事
業
費

補
助
事
業
助
成
金

１

６

０

ま
ち
な
か
再
生
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス

事
業
補
助
金

３
５
０

下
水
道
事
業
復
旧
事
業
借
入
金

６
２
４
０

公
立
学
校
施
設
災
害
復
旧
事
業
借
入
金

４

８

０

支
　
出

ま
ち
な
か
再
生
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス

計
画
策
定
委
託

５
２
５

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

難
視
聴
対
策
事
業
補
助

１
５
９

災
害
弔
慰
金
　
　
　
　
７
５
０

老
人
保
健
事
業
返
還
金

２
７
７

赤
ち
ゃ
ん
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
用
備
品

２
２
０

第
一
光
の
子
保
育
園
施
設
整
備
補
助

７
６
１

農
産
物
等
放
射
性
物
質
検
査
委
託

７
９

東
日
本
大
震
災
農
業
生
産
対
策
交
付
金

４
４
４

町
営
住
宅
避
難
器
具
設
備
改
修
工
事

４
０
９

非
常
勤
消
防
団
員
補
償
報
償

組
合
臨
時
負
担
金

６
８
４

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

・

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
補
助

１
５
０

地
区
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

活
動
奨
励
補
助

６
８

町
営
住
宅
災
害
復
旧
工
事２

０

０

⑤  大河原議会だより



9月定例会

■田回□
一般質問とは、町長に対 して事

務の執行状況や将来に向けての考

えなどをただすもの。

今回8人の議員が行つた。

万波孝子 議員 …………・P⑥

●放射能汚染から阿民の命と

健康を守るために
。自然エネルギー対策はどうか(掲載外)

枡 和也 議員 …………,P⑦

●早期の信号機設置、歩道の整備を

堀江―男 議員 …………・P③

。自転車事故の対応策にどう取り組む

。(仮称)橋本集会所建設の進捗状況(掲載外)

庄司 充 議員 …………・P③

。みたび「道の駅」を考える

佐藤貴久 議員 …………・P③

●含同庁合わきT字路に
信号機設置を図ず実現しよう

丸山勝利 議員 …………・P①

●震災後の復旧復興は

岡崎 隆 議員 …………・P⑩

●震災に学ぶ町政のあり方とは

松井美子 議員 …………・P①

●原発事故対策は農業者の生産・

販売意欲応援につなげるように

●震災後の商店街活性イヒ対策はどうか(掲載外)

ヤ 1'Jt‐ ｀■ |―

峰ゞ
i

'い:    ●

ねヽ、           
!`

Ⅲ■Iュil警
|‐ .I、

ギt→

● Ⅲ掛■
i

I1111-

万波孝子 議員

放
射
能
汚
染
か
ら
町
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に

福
島
原
発
事
故
に
よ

っ
て
大

量
か
つ
広
範
囲
に
放
射
性
物
質

が
放
出
さ
れ
、
セ
シ
ウ
ム

一
三

七
が
大
気
に
漏
れ
出
た
量
は
、

広
島
原
爆
の
１
６
８
個
分
。
東

京
電
力
と
国
の
責
任
は
重
大
。

固

肥

酬

糊

鞠
嶋
締

定
す
る
た
め
に
測
定
地
点
を
増

や
し
、
除
染
マ
ツ
プ
を
作
成
す

る
考
え
は
。

子
ど
も
に
ど
う
対
処
し
て
る
か
。

団
放
射
線
相
談
窓
回
の
設
置
は
。

側
町
内
１６
カ
所
で
毎
日
測

定
し
て
い
る
が
、
毎
時
Ｏ
。

１
か
ら
Ｏ

・
２
５
マ
イ
ク

ロ
シ

の
自
粛
や
時
間
短
縮
、
手
や
顔

を
洗
う
、
う
が
い
等
を
指
導
。

食
材
は
安
全
が
確
保
さ
れ
て
る
。

⑥
各
担
当
課
で
対
応
し
て
い
く
。

大河原議会だより ⑥



国
民
の
放
射
能
へ
の
不
安
が
広

が

っ
て
い
る
。
感
受
性
が
高
い

ドン
　
子
ど
も
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
、

ヵ

日
本
社
会
の
大
問
題
で
あ
る
。

膠

現
在
の
科
学
技
術
で
は
、
放
射

孵
能
を
消
去
す
る
こ
と
も
減
ら
す

晰
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
か
し
、

獄
汚
染
さ
れ
た
土
壌
を
取
り
除
き

放
射
線
量
を
下
げ
る
こ
と
は
十

分
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
が
唯

一

団
学
校
、
保
育
所
、
公
園
、
通

学
路
な
ど
子
ど
も
が
使
用
す
る

施
設
や
近
づ
く
場
所
で
、
放
射

線
量
が
高
い
所
は
、
直
ち
に
土

壌
の
除
染
作
業
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
除
染
計
画
の
考
え
は
。

ｍ
農
産
物
も
心
配
で
あ
る
。
放

射
線
量
測
定
器
購
入
の
考
え
は
。

団
学
校
や
保
育
所
で
は
屋
外
活

動
や
給
食
も
含
め
、
保
護
者
や

―
ベ
ル
ト
程
度
で
、
健
康
に
影

響
を
及
ぼ
す
状
況
で
は
な
い
。

⑫
国
の
方
針
に
基
づ
い
て
行
う
。

倒
国
の
除
染
に
関
す
る
緊
急
実

施
基
本
方
針
に
沿

っ
て
対
応
。

ｍ
検
査
測
定
器
の
購
入
は
、
放

射
能
の
推
移
を
見
て
検
討
す
る
。

何
学
校
、
保
育
所
等
で
は
毎
日

測
定
し
公
表
し
て
い
る
。
比
較

的
高
い
場
合
は
屋
外
で
の
活
動

□を待っては手遅れに

ただちに取り組みを

9月定例会

早期の 号機設置

歩道の 備 を

信

整

交
通
事
故
は
、
被
害
者
そ
し

て
そ
の
家
族
が
受
け
る
シ
ョ
ツ

ク
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

り
、
悪
質
違
反
事
件
に
よ
る
事

故
で
の
加
害
者
で
無
け
れ
ば
、

加
害
者
も
ま
た
、
被
害
者
同
様

の
シ
ョ
ツ
ク
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
ん
な
悲
惨
な
交

通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

も
早
急
な
対
策
が
必
要
と
思
わ

れ
る
の
で
以
下
は
ど
う
か
。

固
凶
削
腺
綴
猷
洵
縣
肺
嘘
踊
離

幅
は
１
メ
ー
ト
ル
し
か
な
く
通

勤
通
学
の
時
間
帯
の
歩
道
を
利

用
す
る
人
の
多
さ
、
時
に
は
歩

道
を
は
み
出
し
車
道
を
通
行
し

て
い
る
歩
行
者
を
見
か
け
る
。

こ
の
状
況
を
ど
う
思
わ
れ
て
い

る
の
か
、
ま
た
こ
の
状
況
を
改

善
す
る
た
め
に
県
に
ど
う
い
つ

た
働
き
か
け
を
し
て
き
た
の
か
。

図
町
道
西
幹
線

（広
功
農
道
）

と
県
道
蔵
王
大
河
原
線

（新
寺

幹
線
）
と
の
交
差
点
で
８
月
に

痛
ま
し
い
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
し
ま
っ
た
。
信
号
機
の
早
期

設
置
が
必
要
と
思
う
が
町
の
考

え
は
ど
う
か
。

団
広
域
農
道
の
橋
本
地
区
に
歩

道
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
区
間

約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
あ
る
が
、

な
ぜ
設
置
し
な
い
の
か
、
設
置

の
要
望
は
無
い
の
か
。

側

一
日
も
早
い
自
転
車
歩

行
者
道
の
整
備
が
必
要
と

考
え
る
。
県
に
拡
幅
の
要
望
は

し
て
き
た
、
張
り
出
し
式
で
可

能
で
あ
れ
ば
２４
年
度
予
算
要
求

す
る
と
の
こ
と
。

例
状
況
を
重
く
受
け
と
め
信
号

機
の
設
置
が
必
要
と
考
え
大
河

原
警
察
署
長
に
早
期
設
置
の
要

望
書
を
提
出
し
た
。

団
当
時
地
元
説
明
会
で
は
、
八

乙
女
線
を
利
用
す
る
の
で
無
く

て
も
良
い
と
の
こ
と
だ

っ
た
。

し
か
し
、
現
在
要
望
が
あ
る
の

で
今
後
用
地
の
確
認
を
行
い
歩

道
設
置
の
検
討
を
す
る
。

みんなで考えよう

套適事故防止と対策

枡 和也 議員

▲町道西幹線と県道蔵王大河原線の交差点

⑦  大河原議会だより



9月定例会

●

●

●

●

●

●

０

●

●

●

●

自転車事故の対応策に

堀江―男 議員

どう取り組む

常に安全運転を

●

●

●

●

０

●

０

●

●

●

●

●

０

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

０

●

０

●

●

０

●

●

●

●

●

０

●

●

●

●

●

●

●

０

●

●

●

●

●

０

●

●

●

●

●

●

０

●

０

●

●

０

●

●

議員

自
転
車
も
道
路
交
通
法
上
は
、

車
と
同
様
に
扱
わ
れ
て
お
り

一

旦
事
故
を
起
こ
し
相
手
側
に
傷

を
負
わ
せ
た
場
合
は
、
第
二
者

行
為
と
し
て
医
療
保
険
が
適
用

さ
れ
ず
全
額
負
担
と
な
る
。

ま
し
て
、
死
亡
や
高
度
の
後

遺
症
が
残

っ
た
場
合
、
加
害
者

の
負
担
は
莫
大
な
も
の
に
な
る
。

固
凶
則
弾
釣
鱒
蜘
孵
輔
団
瑚
苺

―
ク
付
帯
保
険
に
加
入
し
て
い

る
状
況
と
防
犯
登
録
し
て
い
る

自
転
車
の
状
況
把
握
に
つ
い
て
。

図
町
の
公
用
自
転
車
は
何
台
有

っ
て
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付
帯
保
険
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

団
児
童

・
生
徒
及
び
職
員
が
万

一
自
転
車
で
死
亡
事
故
を
起
こ

し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
と
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

側
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付
帯
保
険

に
つ
い
て
は
各
校
で
特
に

加
入
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

防
犯
登
録
は
中
学
校
２
校
で
義

務
づ
け
て
い
る
。

閉
現
在
公
用
自
転
車
は
１３
台
あ

り
、
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付
帯
保
険
に

は
加
入
し
て
い
な
い
。

団
現
在
、
学
校
で
児
童

・
生
徒

が
加
入
し
て
い
る
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
保
険
は
、
学

校
管
理
下
内
で
発
生
し
た
事
故

で
、
本
人
の
み
が
補
償
の
対
象

に
な
る
。
よ

っ
て
、
第
三
者

へ

み
た
び
「道
の
駅
」
を
考
え
る

．允
　
田凶頚弥硼彿琳耐鴎構輔証

司

　

も
長
い
国
道
は
大
河
原
を
も
縦

一」
　
　
貫
す
る
国
道
４
号
で
あ
る
。
こ

の
国
道
４
号
金
ヶ
瀬
地
区
の
四

車
線
化
実
現
に
向
け
て
の

一
事

件
最
適
地
と
考
え
住
民
中
心
の

「道
の
駅
整
備
検
討
委
員
会
」

を
つ
く
る
こ
と
に
ブ
レ
は
な
い

か
。
国
の
各
省
か
ら
出
来
る
だ

け
多
く
の
補
助
金
を
引
き
出
し

町
の
負
担
を
軽
く
す
る
方
策
は

の
補
償
は
各
家
庭
で
任
意
の
加

入
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き

対
応
を
と

っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
。

ま
た
、
職
員
の
場
合
は
、
通

勤
時
及
び
公
務
中
の
職
員
本
人

の
怪
我
等
に
つ
い
て
は
公
務
災

害
で
の
対
応
に
な
る
。

一
′

気
．■

■
ヽヽ

千
生

道
の
駅
の
立
地
場
所
や
道

の
駅
整
備
検
討
委
員
会
の

立
ち
上
げ
、
用
地
取
得
費
、
建

築
費
な
ど
の
事
業
費
や
こ
れ
に

対
す
る
国
土
交
通
省
等
の
国
の

支
援
制
度
、
運
営
、
管
理
に
お

通
勤
時
に
第
二
者
に
怪
我
等

を
負
わ
せ
た
場
合
に
つ
い
て
は

職
員
の
自
己
責
任
と
な

っ
て
し

ま
う
の
で
、
損
害
賠
償
保
険
等

の
加
入
を
勧
め
た
い
。

ィ

．

　

う

ア

‐

／

こ
と
な
く
責
任
を
も

っ
て
努
力

し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

▲TS付帯保険加入は少ない

大河原議会だより ③



▲4車線化工事が進む国道4号線

業
と
し
て
計
画
さ
れ
た
道
の
駅

は
平
成
２２
年
３
月
議
会
で
計
画

撤
回
を
求
め
る
住
民
団
体
の
声

を
基
に
撤
回
案
は
採
択
さ
れ
た
。

今
回
千
年
に

一
度
と
い
う
日
本

全
上
を
震
撼
さ
せ
た
東
日
本
大

震
災
以
来
復
旧
復
興
の
中
で
道

の
駅
の
あ
る
べ
き
姿
が
見
直
さ

れ
た
と
聞
く
。
今
で
も
町
長
は

現
在
予
定
地
を
道
の
駅
立
地
条

あ
る
か
。
町
の

一
般
会
計
予
算

額
と
財
政
を
み
た
と
き
に
総
額

１０
億
円
に
近
い
巨
額
を

一
事
業

に
投
じ
る
こ
と
に
危
機
感
は
な

い
か
。
こ
れ
を
実
行
す
る
場
合
、

運
営
管
理
は
公
設
民
営
の
方
法

が
最
良
と
思
う
が
町
長
の
考
え

は
ど
う
か
。
こ
の
構
想
計
画
を

ズ
バ
リ
最
後
ま
で
責
任
を
も

っ

て
成
功
さ
せ
る
自
信
は
あ
る
か
。

け
る
経
営
方
式
や
企
業
形
態
等

に
つ
き
ま
し
て
は
内
容
に
つ
い

て
踏
み
込
ん
で
各
々
具
体
的
に

検
討
は
行

っ
て
い
な
い
。
あ
く

ま
で
も
道
の
駅
設
置
を
前
提
と

し
た
も
の
で
は
な
く
、
経
済
活

性
化
に
つ
な
が
る
産
業
振
興
や

防
災
等
も
含
め
た
議
論
の
中
で

仙
南
地
域
全
体
の
発
展
の
た
め
、

町
政
全
般
に
わ
た
り
、
た
ゆ
む

質問に対する

的確な答弁を望も

9月定例会

含同庁舎わきT字路に
号

ず
信

必 実現しよう
機設置を

佐藤貴久 議員

岡Щ刑つ町般射認巧批朔嘲副

さ
れ
て
き
た
の
か
。

図
ア
ク
ア
ギ
ヤ
ラ
リ
ー
再
活
用

の
条
件
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

団
産
業
振
興
策
の

一
環
と
し
て
、

梅
を
利
用
し
た
商
品
開
発
を
提

案
し
た
が
、
検
討
さ
れ
た
か
。

側
集
団
資
源
回
収
奨
励
金
に
関

し
て
、
各
種
団
体
の
評
価
は
ど

う
か
。
ゴ
ミ
有
料
化
の
課
題
、

リ
バ
ウ
ン
ド
問
題
に
対
す
る
処

方
せ
ん
を
作
成
し
て
あ
る
か
。

団
県
道
大
河
原
高
倉
線
及
び
接

道
す
る
町
道
中
部
幹
線
に
係
る

Ｔ
字
路
に
信
号
機
設
置
を
以
前

よ
り
提
案
し
て
き
た
。
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
は
あ
る
の
か
。

口
外
国
語
指
導
助
手
招
致
事
業

で
あ
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
見
直
し
を
問

い
た
だ
し
た
い
。

ｍ
育
英
基
金
の
有
効
活
用
の
方

策
と
会
則
の
改
定
に
積
極
的
に

ふ
み
だ
す
べ
き
で
あ
る
。

側
お
詫
び
と
お
知
ら
せ
を

広
報
等
で
周
知
す
る
。
正

誤
表
も
作
成
し
公
共
機
関
に
備

置
す
る
。

切
本
来
の
利
用
目
的
に
回
帰
す

る
。
民
間
の
活
用
企
画
案
を
前

向
き
に
協
議
す
る
。

口
梅
を
活
用
し
た
ふ
る
さ
と
フ

イ
ン
の
商
品
開
発
を
さ
ら
に
積

極
的
に
検
討
す
る
。

田
評
価
は
得
ら
れ
て
い
る
。
ゴ

ミ
の
減
量
化
と
有
料
化
に
関
し

て
、
住
民
目
線
で
の
対
応
を
心

が
け
る
。

口
常
に
危
険
と
直
面
し
て
い
る

Ｔ
字
路
で
あ
り
、
過
去
５
年
間

で
２５
件
の
事
故
が
発
生
し
て
い

る
。
当
該
Ｔ
字
路
に
は
信
号
機

が
必
要
と
判
断
す
る
。
実
現
に

向
け
て
、
県
に
働
き
か
け
る
。

⑥
派
遣
雇
用
で
は
な
く
、
直
接

雇
用
の
方
向
性
を
現
場
の
意
向

を
配
慮
し
、
検
討
す
る
。

口
育
英
基
金
が
有
効
活
用
さ
れ

る
、
人
材
育
成
に
寄
付
し
て
い

る
と
の
評
価
が
え
ら
れ
る
よ
う

な
事
業
を
め
ざ
す
。

ちょっと気になる

a8策をチェック

▲阿道中部幹線と県道大河原高倉線の交差点
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丸山勝利議員

未
宮
有
の
大
災
害
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
半
年
が
経
ち
ま
し

た
。
道
路
な
ど
は
応
急
処
置
や

補
修
な
ど
が
な
さ
れ
た
が
、
通

り
づ
ら
い
場
所
や
補
修
待
ち
の

個
所
が
ま
だ
あ
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。
下
水
道
に
つ
い
て

は
こ
れ
か
ら
復
旧
が
行
わ
れ
る

よ
う
だ
が
、
速
や
か
な
復
旧
と

町
民
生
活
へ
の
支
障
が
最
小
限

に
工
事
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ま

だ
に
余
震
が
続
い
て
い
る
状
況

だ
が
、
今
後
の
災
害
に
強
い
町

づ
く
り
の
観
点
か
ど
う
か
。

聞
Щ
癬
聴
働
嚇
餌
陣
胴
脚
倒
擢

整
備
個
所
の
復
旧
計
画
は
。

被
災
個
所
の
復
旧
補
修
工
事
に

関
し
て
工
事
は
ど
の
よ
う
な
工

事
が
な
さ
れ
た
か
。
耐
震
対
策

は
な
さ
れ
た
か
。

震
災
に
よ
り
計
画
が
延
期
ま
た

は
歓
声
が
延
長
さ
れ
た
計
画
は

あ
る
か
。

震
災
で
分
か

っ
た
当
町
の
課
題

と
問
題
点
は
。

現
在
、
各
行
政
区
で
防
災
組
織

の
立
ち
上
げ
と
防
災
用
品
の
設

置
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
各
小

中
学
校

へ
の
防
災
用
品
の
設
置

の
考
え
は
な
い
か
。

道
路
関
係
、
都
市
施
設
関

係
は
、
災
害
査
定
が
終
了

し
た
の
で
、
年
内

に
は
下
水
道

災
害
と
の
調
整
を
図
り
復
旧
工

事
を
発
注
し
た
い
。

復
旧
工
事
は
原
形
復
旧
が
原

則
で
行
う
。
震
災
に
よ
り
、
計

画
が
延
期
や
延
長
は
無
い
。
道

路
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
応

急
復
旧
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

上
下
水
道
に
つ
い
て
は
耐
震
化

の
重
要
性

・
必
要
性
を
再
認
識

さ
せ
ら
れ
た
。

各
小
中
学
校

へ
の
防
災
用
品

の
設
置
は
早
急
に
検
討
す
る
。

●

●

●

●

●

:震 災 後 の 復 旧 復 興 は

●

●

●

防策先進の町に

▲新東地内の町道

大河原議会だより ⑩

岡崎 隆 議員

震
災
に
学
ぶ
町
政
の
あ
り
か
た
と
は

東
日
本
大
震
災
か
ら
半
年
が

経
過
し
た
。
被
害
の
大
き
か
っ

た
沿
岸
自
治
体
で
も
選
挙
が
行

わ
れ
、
危
機
管
理
体
制
が
大
き

な
争
点
と
な
り
、
自
治
体
の
在

家
へ
の
被
害
は
。

③
町
内
の
農
産
物
に
風
評
被
害

は
発
生
し
て
い
る
か
。

図
６
月
議
会
以
降
、
設
備
、
備

畜
、
人
員
配
置
、
自
主
防
災
組

側
①
２３
年
度
米
は
予
備
検

査
で
不
検
出
。

②
肥
育
牛
農
家
は
セ
リ
ヘ
の
出

荷
が
遅
れ
９
～
１６
％
の
減
収
と

な
る
被
害
が
出
た
。

も
発
生
し
た
が
、
今
後
は
自
助
、

共
助
、
近
隣
住
民
の
重
要
性
等
、

住
民
意
識
の
向
上
を
図
り
、
更

な
る
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上

げ
や
訓
練
等
の
支
援
に
努
め
る
。



０

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

り
方
、
行
政
と
町
民
、
そ
し
て

議
会
と
の
関
係
も
根
本
的
に
問

わ
れ
る
中
、
６
月
議
会
以
降
、

更
な
る
改
善
点
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

岡
Щ
判
闘
到
嘲
嚇
塚
、
風
評
被

①
町
内
の
２３
年
度
米
の
放
射
性

物
質
の
調
査
結
果
は
。

②
県
産
牛
の
出
荷
制
限
で
酪
農

織
の
立
ち
上
げ
等
、
前
向
き
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

団
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

際
に
す
べ
て
の
面
で
迅
速
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
。
３
月
――
日

以
降
の
対
応
へ
の
批
判
は
執
行

部
、
議
会
に
も
寄
せ
ら
れ
た
が

こ
の
こ
と
を
町
長
は
ど
う
う
け

と
め
て
い
る
か
。

③
現
在
は
出
て
い
な
い
と
認
識

し

て

い
る
。

⑫
設
備
、
備
蓄
、
人
員
配
置
は

検
討
中
。
自
主
防
災
組
織
は
新

た
に
五
地
区
で
結
成
さ
れ
、
補

助
金
を
利
用
し
た
機
材
の
拡
充

が
進
ん
で
い
る
。

倒
停
電
、
断
水
に
よ
り
初
期
段

階
で
は
ガ
ソ
リ
ン
不
足
、
原
発

事
故
の
よ
う
な
想
定
外
の
問
題

危機管理に

ゴー′しはありません

▲自主防災組織の防災倉庫

9月定例会

原発事故対策 は
農業者の生産
販売意欲応援 に
つながるように

大
河
原
町
は
文
部
科
学
省
が

行

っ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
な

ど
で
空
気
中
の
放
射
線
量
が
平

常
時

（毎
時
Ｏ

・
ｌ

μ
Ｓｖ
の
基

準
値
）
を
超
え
た
自
治
体
と
し

て
国
が
２
０
１
１
年
産
米
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
検
査
対
象
に

あ
げ
て
い
た
。
８
月
２６
日
予
備

検
査
用ヽ
サ
ン
プ
ル
採
取
し
た
。

９
月
上
旬
に
結
果
が
出
て
そ
の

後
本
調
査
と
な
る
。
東
京
電
力

福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
は
い
ま
だ
収
束
し
て
い
な
い
。

岡
凶
刊
討
ル
ヴ
ル
採
取
地
点
は

図
採
取
地
点
を
決
め
た
基
準
は

何
か
。

団
予
備
検
査
結
果
を
ふ
ま
え
た

町
の
対
応
に
つ
い
て
。

側
本
検
査
の
時
期
。
結
果
に
対

す
る
風
評
対
応
や
農
家
、
関
係

者
と
の
話
し
合
い
の
計
画
は
あ

る
か
。

□
こ
れ
か
ら
収
穫
さ
れ
る
大
豆

や
飼
料
作
物
等
の
検
査
は
行
う

の
か
。

回
転
作
作
物
の

「安
全
な
生
産

物
」
と
い
う
証
明
は
農
家
を
応

援
す
る
。
東
京
電
力
と
費
用
面

の
交
渉
す
べ
き
。

ｍ
内
部
被
爆
抑
制
を
考
え
冬
期

の
水
田
土
壌
飛
散
を
避
け
る
為

起
耕
し
な
い
指
導
を
。

□
冬
期
の
水
は
り
管
理
を
。

団
田
畑
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

残
留
は
農
業
後
継
者
育
成
と
町

農
政
に
影
響
は
な
い
か
。

硼
大
河
原
町
字
西
、
福
田

字
福
田
上
、
金
ヶ
瀬
字
新

前
輪
、
堤
字
芝
前
、
大
谷
字
上

谷
前
。

切
本
調
査
日
程
と
収
穫
時
期
、

地
域
別
に
し
た
。

団
９
月
１
日
不
検
出
の
結
果
が

出

た

。

い
９
月
１０
日
刈
取
り
、
９
月
１２

日
検
査
、
９
月
１４
日
結
果
出
る

予
定
。
基
準
値
超
の
場
合
、
集

落
説
明
会
開
催
し
農
家
の
理
解

を
得
る
。

働
４０
品
目
に
つ
い
て
出
荷
ご
と

随
時
行
う
。

⑥
検
査
費
用
等
記
録
す
る
こ
と

な
ど
指
導
は
し
て
い
な
い
。

●
稲
わ
ら
検
査
で
不
検
出
な
ら

今
ま
で
通
り
に
す
る
。

団
水
利
権
と
の
関
係
で
で
き
な
い
。

倒
農
業
の
将
来
が
危
惧
さ
れ
る

が
大
き
な
影
響
は
な

い
も
の
。

腰をすえた御心の対応

町民の不安解消を

松井美子 議員

▲町内産玄米はセンウム不検出

①  大河原議会だより
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総

括

質

疑

目

回

今
年
度
の
予
算
は
ど
う
執
行
さ
れ
る
の
か
。
有
効
に
町

民
の
た
め
運
用
さ
れ
る
か
、
今
回
は
２
人
の
議
員
が
質

問
し
ま
し
た
。

万
波
孝
子

議
員

問

釧
嚇
剤
脚
沿
旋
輔
待
静
獅

て
い
る
が
滞
納
者
の
最
低
限
の

生
沼
は
守
ら
れ
て
い
る
か
。
子

ど
も
手
当
や
年
金
の
差
押
え
は

あ
る
の
か
。

図
町
で
滞
納
整
理
で
き
ず
、
仙

南
広
域
事
務
組
合
に
差
押
え
４３

件
、
分
納
警
約
２３
件
移
管
し
て

い
る
が
、
滞
納
者
の
理
解
を
十

分
得
ら
れ
て
か
ら
し
て
い
る
か
。

ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
の
か
。

団
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
者

で
保
険
証
が
な
く
て
医
療
受
診

で
き
な
い
人
は
い
た
の
か
。

盛
口
剛
脚
鰤
卿
筋

卵
競
卿
注
細

止
財
産
の
規
定
に
基
づ
き
厳
正

に
執
行
し
て
い
る
。
最
低
限
の

生
活
は
確
保
し
て
い
る
。
子
ど

も
手
当
や
年
金
を
差
押
え
た
こ

と
は
な

い
。

⑫
移
管
の
際
に
は
、
最
終
催
告

に
よ
る
納
税
相
談
を
行
い
、
最

終
催
告
に
応
じ
な
い
時
に
し
て

い
る
。

倒
保
険
証
は
全
員
に
交
付
し
て

い
る
の
で
医
療
は
受
け
て
い
る
。

庄
司
　
充

議
員

闇
円
畑
鵬
鰈
腺
棚
櫛
醐
胞
嚇
脚

向
に
あ
る
。
現
在

一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
は
目
的
支
出
で
あ

る
が
、
今
後
国
保
特
別
会
計
ヘ

の
繰
入
金
も
年
々
増
額
さ
れ
て

い
く
。

町
民
の
国
民
健
康
保
険
税
納

入
者
は
、
こ
の
為
に
町
税
と
国

保
税
と
二
重
負
担
に
な
ら
な
い

の
か
。

養口争細
へ会嚇膀荘躙棚船剛

年
度
ま
で
に
行

っ
た
実
績
は
な

い
が
、
国
保
加
入
者
世
帯
の
４０

。
８９
％
が
低
所
得
者
に
対
す
る

軽
減
制
度
の
三
割
以
上
の
軽
減

を
受
け
て
お
り
、
内
七
割
軽
減

を
受
け
て
い
る
世
帯
は
加
入
世

帯
の
２３

。
‐２
％
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
医

療
費
等
給
付
の
動
向
を
考
慮
し

な
が
ら
今
後

一
般
会
計
か
ら
の

法
定
外
繰
入
金
も
視
野
に
入
れ

た
国
保
会
計
の
運
営
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

議
会
議
場
へ

国
旗
の
掲
揚
を

〔提
出
者
〕

安
藤
征
夫

議
員

二
元
代
表
制
の
機
関
で
あ
る

議
会
は
、
町
民
の
付
託
を
う
け
、

町
政
の
円
滑
な
運
営
を
果
た
す

義
務
が
あ
る
。
議
会
議
場
に
国

旗
掲
揚
を
請
願
す
る
も
の
で
あ

る
。〔反

対
討
論
〕松

井
美
子

議
員

中
立

・
公
平
が
求
め
ら
れ
る

議
場
に
特
定
の
価
値
観
の
持
ち

込
み
は
許
さ
れ
な

い
。
国
涙

・

国
家
法
で
も
掲
揚
の
義
務
は
な

い
は
ず
で
あ
る
。

〔賛
成
討
論
〕庄

司
　
充

議
員

ス
ポ
ー
ツ
界
で
も
国
の
代
表

者
と
し
て
日
の
丸
を
誇
り
と
し

て
協
議
を
し
て
い
る
姿
に
感
謝

と
感
動
が
常

で
あ
る
。
自
国
、

他
国
の
国
旗
、
国
歌
に
敬
意
を

表
す
の
は
国
際
的
な
常
識
、

マ

ナ
ー
で
あ
る
こ
と
が
当
然
。

喚
２
ｒ

９
月
１３
日
、
定
例
会
に
お
い

て
議
長
不
信
任
案
が
提
出
さ
れ

賛
成
９
、
反
対
２
で
再
可
決
さ

れ
た
。
副
議
長
に
関
し
て
は
、

賛
成
７
、
反
対
２
、
白
票
２
。

提

出

者

安
藤
　
征
夫

議
員

６
月
の
決
議
の
重
み
を
認
識

し
て
い
な
い
。
議
会
制
民
主
主

義
へ
の
背
信
行
為
で
は
な
い
か
。

弁

明

者

佐
々
木
守
伸

議
長

議
長
任
期
は
議
員
と
同
じ
４
年
。

地
方
自
治
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。

法
に
従

っ
て
職
責
を
全
う
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

反
対
討
論

庄
司
　
　
充

議
員

震
災
対
応
を
話
し
合
う
と
さ

に
こ
ん
な
こ
と
で
い
い
の
か
。

行
く
も
よ
し
、
退
く
も
よ
し
。

賛
成
討
論

佐
藤
　
　
】藤

議
員

行
動
力
、
指
導
力
に
欠
け
る

と
判
断
す
る
。
議
会
基
本
条
例
、

震
災
対
応
に
関
し
て
、
方
針
が

的
確
で
は
な
い
。

９
月
２０
日
、
佐
々
木
守
伸
議
長
、

枡
和
也
副
議
長
が
辞
表
を
提
出

さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
９

月
２２
日
、
議
会
に
お
い
て
辞
職

が
認
め
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、

投
票
に
よ
り
新
議
長
に
は
佐
藤

巖
議
員
、
副
議
長
に
は
平
間
孝

士
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。
議
長

は

″
対
話
と
融
和
を
図
り
議
会

を
運
営
し
た
い
。
動
く
議
会
を

め
ざ
す
。

〃
と
指
針
を
表
明
。

議
　
長

議
会
運
営
委
員
長

枡 不日廻互 平間 孝士 佐藤

大河原議会だより ⑫
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辟

そ
の
後
ど
う
な
っ
た

あ
の
提
言

議
員
が
行
っ
た
提
言
は
町
政
に
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
し
よ
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
質
問
の
中
か
ら
、
そ
の
後

の
経
過
に
つ
い
て
追
跡
レ
ポ
ー
ト
を
前

回
に
引
き
続
き
実
施
し
て
み
ま
し
た
。

今
回
は
７
月
・８
月
・９
月
・
１０
月
の

活
動
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

５
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

６
日
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

２８
日
　
議
会
運
営
委
員
会

第
６
回
臨
時
会

全
員
協
議
会

２２
日
　
全
員
協
議
会

６
日
　
議
会
運
営
委
員
会

７
日
～
２２
日

第
７
回
定
例
会

全
員
協
議
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

３０
日
　
議
会
広
報
編
集
委
員
会

５
日
　
議
会
運
営
委
員
会

６
日
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

２０
日
　
全
員
協
議
会

２４
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

▲◆年 10月 10日 に開催された 「新町民体育祭り」

平成22年

平成23年

７
　
月

10

月

:∃

ロ
ロ

①  大河原議会だより



こ
ん
な
雨Ｗ
に
耐
Ｗ
許
た
い
な

金
ヶ
瀬
小
　
】遅
藤

陽

金
ヶ
瀬
小
　
佐
藤
　
未
悠

ぼ
く
に
と

っ
て
、
こ
の
町
は

生
ま
れ
育

っ
た
大
切
な
場
所
で

す
。
ぼ
く
の
住
む
町
の
良
さ
の

中
で
特
に
す
ば
ら
し
い
と
思
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

誰
に
対
し
て
も
や
さ
し
く
温
か

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
毎
日
、

地
域
の
方
々
に
温
か
く
見
守
ら

れ
な
が
ら
、
安
心
し
て
学
校
に

通
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
３
月
Ｈ
日
の
震
災
の

時
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
こ
と

で
精

一
杯
の
時
で
も
、
み
ん
な

が
ゆ
ず
り
合

っ
て
、
協
力
し
合

う
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も

「
や
さ
し
さ
」

と

「温
か
さ
」
が
あ
ふ
れ
る
大

河
原
町
を
守
り
続
け
て
ほ
し
い

で
す
。

私
が
、
こ
の
町
の
良

い
な
と

思
う
と
こ
ろ
は
、
み
ん
な
親
切

で
や
さ
し
く
、
明
る
い
と
こ
ろ

で
す
。

私
が
地
域

の
方
に
あ

い
さ

つ

を
す
る
と
、
日
を
見
て

「お
は

よ
う
」
と
あ

い
さ

つ
を
し
て
く

れ
ま
す
。
毎
朝
、
お
互

い
に
あ

い
さ

つ
を
交
わ
す
と
、
さ
わ
や

か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
私
の
町
に
限
ら
ず
、

意
識
し
て
ほ
し

い
こ
と
は
、
ゴ

ミ
を
捨
て
な

い
こ
と
で
す
。
自

分
の
ゴ
ミ
は
捨
て
な

い
こ
と
で

す
。
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り
、
ビ

ニ

ー

ル
や
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
な
ど
、

自
然
に
も
ど
ら
な
い
物
は
特
に
、

持
ち
帰

っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま

す
。

‐２
月
議
会
の
お
知
ら
せ

議
〈不を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

招
集
日
１２
月
７
日
田
。
再
開
日
１２
月
１３
日
山

詳
細
は
蚕
曇
務
局
ま
で
奮
５
３
１
２
８
０
０

仙南元気朝市が、蔵王楽友会主催の大復興市とし
て大河原地方卸売市場において開催されました。出
店20店＼復興コンサー トとして富城―円の芸人が

集合し、焼き肉＼焼そば、つきたてもちが振る舞わ

れ約 1000名 の来場者となりました。NTTのお世話
で南相馬市役所と光ケーブルでつなぎ、南相馬市長
と大河原町に避難している方が直接テレビ電話で会

話をすること

ができ皆さん

大変元気にな

つた様です。

夏休みの 2

日Fal、 大 ,可原

サッカースポ

ーツ少年団は

昨年からレベ

ルアップを目

指 し、強豪の

集う登米市長

杯に参加、登

録 を して お

り、今回2度 目の挑戦で初優勝の栄冠を勝ち取る
ことができました。開催された登米市のグランド
は主催登米市のご努力で震災の影響もなく快適な
環境で子ども達がプレーできました。わが町にも
東部グランドが整備され環境の向上が成果として
子ども達のレベルアップにつながりました。

今
年
の
夏
は
真
に
記
録
づ
く

め
の
夏
で
し
た
。
日
本
列
島
を

包
み
込
ん
だ
猛
暑
、
連
続
真
夏

日
、
熱
帯
夜
等
、
さ
ら
に
台
風

‐２
・
‐５
号
の
追
打
で
爪
跡
も
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
そ

し
て
、
や
さ
し
い
秋
の
日
差
し

を
感
ず
る
間
も
な
く
冬
将
軍
が

や

っ
て
来
そ
う
な
気
配
で
す
。

今
年
は
町
や
町
民
に
と

っ
て
大

変
な
年
で
す
。
残
り
の
数
か
月

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
に
期
待
し
た

い
も
の
で
す
。
議
会
と
し
て
も

こ
れ
ら
の
事
を
踏
ま
え
皆
様
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く

一
層
の

気
く
ば
り
を
し
、
議
員
全
員
で

対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
意
見
、
ご
要
望
等
が
あ
れ

ば
ぜ
ひ
ご

一
報
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
　

　

　

　

（安
藤
）

編
集
発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
佐
藤
　
　
一厳

議
会
広
報
編
集
委
員

委

員

長
　
岡
崎
　
　
隆

副
委
員
長
　
半
澤
　
敏
美

委
　
　
口貝
　
佐
藤
　
主員
久

山
崎
　
　
剛

平
間
　
孝
士

安
藤
　
征
夫
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